地域密着型通所介護
デイサービスセンター南紀　 運営推進会議
令和7年度 下半期（10月～3月）運営状況報告
開催日時：令和８年４月２１日（火）１０時３０分～

１．利用状況
・登録者数：50名
・1日平均利用者数：14.7名
・定員：18名
・半期平均稼働率：約82％

新規利用者10名、利用終了者12名で微減となりました。特に年明け以降は、利用者様の入院や施設入所が複数見られ、利用者数は減少傾向となりましたが、稼働率80％以上を維持し、概ね安定した運営を継続しています。今後は新規利用の受け入れ強化による利用率向上が課題となっています。

２．重点取り組み
◇中重度者対応の強化
・主治医情報の事前確認
・看護職中心のアセスメント実施
・入浴時間帯の重点職員配置
・必要時の複数介助体制

医療依存度の高い利用者にも対応できる体制整備を進め、受け入れの幅を広げています。

◇医療安全管理の取り組み
糖尿病など医療的管理が必要な利用者に対しては、家族や医療機関と連携し、状態把握と安全管理の徹底に努めています。
血糖値や体調に応じた対応を行い、無理のないサービス提供を心掛けています。



３．感染症対策・BCP
・感染症対策研修の実施
・BCP（事業継続計画）訓練の実施
・日々の健康観察および手指衛生の徹底
下半期においてクラスターの発生はなく、安定した事業運営を継続しています。

４．地域連携・活動報告
・10月は法人内の部署対抗運動会に参加し、他施設・他事業所の利用者様との交流の機会を持ちました。
・11月には南白浜小学校との世代間交流を実施し、小学生企画のレクリエーションを通じて交流を深めました。初めは緊張した様子も見られましたが、徐々に打ち解け、笑顔で関わる様子が多く見られました。
また、とろみ粉の使用や試食を通じて、介護食について学んでいただく機会ともなりました。
・11月以降の厳寒期には、栄養士参加のもとおやつ作りを実施し、季節行事としてクリスマス会や新年会も開催しました。
2月から3月にかけては、観梅や花見を兼ねた外出支援を行い、歩行練習も取り入れながら季節を感じていただく機会を提供しました。
交流や外出の機会を通じ、利用者様の意欲向上や表情の変化が見られています。

５．課題と次期目標
【課題】
・中重度化に伴う職員配置の調整　
・曜日ごとの利用者数の偏り　
・医療依存度の高いケースの受入れ判断　

【令和8年度目標】
・1日平均利用者数15名以上（稼働率80％以上）の維持
・中重度者への対応力向上
・地域連携のさらなる強化



６．まとめ
下半期は、年明け以降に利用者様の入院や施設入所が重なり利用者数は減少傾向となりましたが、稼働率80％以上を維持しながら、医療的ケアや安全性の向上に重点を置いた運営を行いました。
小規模事業所の特性を活かし、一人ひとりの状態に応じた丁寧な対応を継続することで、安心して利用いただける環境づくりに取り組んでいます。
今後も医療機関やご家族との連携を強化し、地域に信頼されるデイサービスを目指してまいります。

７．事故・ヒヤリハット報告と再発防止策
下半期において、いずれも軽傷ではありましたが、以下の事例が発生しました。各事例について原因分析を行い、再発防止に向けた取り組みを実施しています。
◎入浴時の事故
入浴時、シャワーキャリーへ移乗する際にずり落ちが発生。軽傷にて対応しています。
→ 入浴時の見守り体制および介助方法の見直しを行い、安全管理体制を強化しました。
◎レクリエーション活動中の転倒
椅子に座る際にバランスを崩され転倒。軽傷にて対応し、ご家族へ報告済みです。
→ 活動中の職員配置の見直しおよび、安全確保を優先した支援の再確認を行いました。
◎食事提供に関する事例
昼食時にアレルギー対応食の提供に不備がありました。
→ 利用者様ごとのアレルギー情報の再確認と職員への周知を徹底するとともに、食札・献立内容の照合および提供前の最終確認を徹底する体制へ見直しました。
◎送迎時の転倒
送迎時の移動中、利用者様の持参杖の杖先の劣化により滑り、バランスを崩され転倒。軽傷にて対応しています。
→ ケアマネジャーへ報告し、福祉用具の点検・見直しを依頼するとともに、送迎時の環境確認および見守り強化を図りました。

■ 総括
いずれの事例も重大事故には至っていませんが、安全管理の重要性を再認識する機会となりました。今後も事故の未然防止に向け、職員間での情報共有と再発防止策の徹底を図り、安全で安心できるサービス提供に努めてまいります。
８．研修・委員会活動報告
下半期において、各種委員会活動および職員研修を実施し、サービスの質の向上とリスク管理体制の強化に努めました。
△感染対策委員会
10月に委員会を開催し、研修会の開催内容や感染対策の見直しについて協議しました。
また、11月にはインフルエンザおよび新型コロナウイルスを中心とした感染症研修を実施し、予防および対応方法の再確認を行いました。
△虐待防止委員会
委員会を開催し、以下の内容について整備・検討を行いました。
・委員会開催日程の設定
・虐待防止指針の整備
・年間研修計画の策定
・虐待防止委員の任命
・事故およびヒヤリハット事例の検討
・今後の取り組みの方向性確認
また、全職員を対象に虐待防止に関するアンケートを実施し、職員の意識把握と課題の抽出を行いました。

△防災対策・BCP
3月にBCP（事業継続計画）の見直し研修を実施し、自然災害時の対応方法や参集基準について再確認を行いました。
職員が迷わず行動できるよう、具体的な行動基準の共有を図っています。

（総括）
各委員会活動および研修を通じて、感染症対策・虐待防止・災害対応といった重要項目について職員の理解を深めることができました。
今後も継続的な研修と体制整備を行い、安全で質の高いサービス提供に努めてまいります。

以上で活動報告を終わらせていただきます。
続いて、皆様からご意見・ご質問を頂戴できればと思います。

